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1）未病メンタル疾患
西洋医学と中医学からみた意義と背景

（川並 汪一）

2）未病メンタル疾患の症例紹介
西洋医学サイドからの東洋医学的治療

（黒川 胤臣）

中医学からみたメンタル疾患の総論と治療戦略

（鍾 良辰）

3）話題を提供しあうタイム



メンタル疾患と精神科の特殊性

1） 精神活動の異常程度は測定できない。

診断できる生物学的指標が存在しない。

2） 精神科医は「体の病気の医者とは異なる」。

3） “精神科は今日もやりたい放題”

“精神障害は脳の病気か”

4） 身体症状症（Somatic syndromes）の提唱

5） 心と体の関係を中医学は読み解いていた。



脳の幻覚・幻想を化学合成で実現

1）原始社会の宗教的秘儀（多幸感、幻覚）
2）現代の医師は解剖学と数量科学的分析重視
3）幻想・幻覚・幻聴・幻視などは精神科の領域

⇩

幻想・幻覚現象を人為的に作り出すことに成功

半合成物質 （LSD＝リゼルグ酸ジエチルアミド）
⇩

統合失調症の分析/合成薬剤の開発へと展開



LSD合成記念日 1943年年4月16日
アルバート・ホフマン（Albert Hofmann）

視野にある全ての像は揺れ動き、歪曲化
幸福な万華鏡の幻想的サイケデリックな体験



向精神薬と煎じ薬（生薬）

LSD発見 ⇒ 向精神薬（覚せい剤を含む）に向かう。
製薬会社の開発製剤を精神科が採用した。
（神経伝達物質；セロトニン、アドレナリン、DOPA）

漢方煎じ薬（生薬）と鍼灸
神農本草経（約2000年前） ⇒生薬（植動鉱）の採用。
黄帝内経（同じ時期） ⇒鍼灸治療の紹介、
陰陽五行論で漢方・鍼灸による統一大観が完成。

中医学の脳機能とは「神・気・精」で説明され、
認知力、感情、感覚などは全て五臓機能の反映。


